
     
   

 

 

 頑張る人 考える人 思いやりのある人  
 ＊モットー 「前向きな気持ちをもって、粘り強く」 
 

１年間のまとめ、成長を確認する３月 

「１月は行く月・２月は逃げる月・３月は去る月」と言われますが、今まさに 

あっという間に３月になりました。 

この３か月は、今年度のまとめと来年度の準備をする大切な時期であり、その 

慌ただしさから、月日が足早に過ぎ去っていくように感じることを例えた言葉です。 

３月は、「別れ」と「旅立ち」のひと月となります。先輩やクラスのみんな、そして教職員とのお別れ

の離任式を控えています。３年生は、この３年間の歩みの結晶としての「今」を確かめ、その成長した事

実に感動し、４月からの新たなステージでの生活に対する自信と決意を持って、卒業を迎えてほしいと思

います。１・２年生は、次の学年に上がる節目の月となります。この１年間で自分はどれだけ成長できた

のかを考えるとともに、新たな目標や抱負を抱き、自信と意欲を持って進級しましょう。 

  

卒業を迎えるにあたって【「第７７回卒業式」まであと１０日】 
卒業式には格別の思いがあります。３年生の皆さんの義務教育終了と新たな 

ステージへの旅立ちを祝うために、一生の思い出に残る厳粛な式にしたいと 

強く思うからです。【３月１１日（月）第７７回卒業式】 

卒業式の主役はもちろん３年生（卒業生）の皆さんですが、在校生も保護者の皆様も、 

そして教職員も卒業式からたくさんの感動と明日へのエネルギーをもらいます。 

凛々しく堂々とした行動、立ち振る舞い、大きな返事、心のこもった卒業式の歌・・・。 

＊中学校生活３年間の最後の1日となる「卒業式」。卒業生をはじめ、参列された保護者の皆様とと

もに、感動そして感謝や新たな決意にあふれた心に残る「卒業式」にしたいと思います。 

 

「１００％勇気 正々堂々・・頑張れ３年生！」  
【 受検生は 今こそ 自分を信じて 頑張る時 】 

「今 がんばるんだ  

今 がんばらないでいつがんばる  今こそ がんばるときだ」 

 

いよいよ受検本番を迎えます。皆さんの健闘を祈念して、激励の言葉を贈ります。  

県立入試は５日後です。次の「３つのしん」を意識して、入試に全力で臨んでください。 

１つ目の「しん」は、『平常心』です。緊張や不安や焦りは、誰もが感じています。この様な時だから

こそ、心を落ち着かせ、自分を見失わず、そして周りに影響されずに、３年間の成果を思う存分発揮して

きてください。  

２つ目の「しん」は、「自分を信じる」ことです。『自信』を持って、試験に臨んでください。 

「やるだけのことはやってきたという自信。私は普段の力を十分発揮できる。絶対に発揮できる。」と自分

自身を鼓舞することです。余計なことで悩んだり迷ったりするよりも、人気アニメのように心を燃やして、

「自分にパワーや力を与えること」を何度も繰り返すことが大切です。 
皆さんは、この３年間で心身ともに大きく成長しました。アフターコロナの中、今できることに全力で

取り組んできました。その粘り強さを入試でも発揮してください。  

３つ目の「しん」は、『慢心』です。『自信』を持つことはいいのですが、それが過信につながり、ち

ょっとした油断につながらないようにしてください。また、試験が終わると緊張から解放され、ほっと気

が緩んでしまい、思いがけない事故やトラブルに巻き込まれてしまうことがあります。 

＊家に帰るまでが入試です。帰宅するまで油断することなく、緊張感を持ち続けてください。  

※それでは、３年生（受検生）の皆さん、３つのしん・『平常心』と『自信』をしっかりもって、そし

て『慢心』に注意して、最善を尽くすことを願っています。 
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心温まる「３年生を送る会・感謝の会」２月１６日（金） 

３年生を送る会が１、２年生と３学年の先生等の協力で、和やかに実施されました。在校生が、卒業

生のために何ができるかを考え、３年生に感謝の気持ちを伝えることができました。とても温かな雰囲気

に会場が包まれ、卒業期に感動のある取組となりました。 詳しくはホームページをご覧ください。 

                 

 

 

 

 

 

 

第３回清原中学校地域協議会 ２月８日(木) 

清原中学校地域協議会③が開催され、今年度の事業報告 

[学校マネジメント全体アンケート]結果や次年度の地域協議会 

議会事業計画、清原中学校経営方針についての説明等々に 

ついて活発な協議が行われました。 

ご発言やご記入いただいたご意見から委員の方々が清原中 

の子供たちの成長を願い、様々なことに気を配られていること 

がよく分かりました。今後、いただいたご意見等を丁寧に検討し 

より一層充実した教育活動の推進に努めてまいります。 

 

本校の取組が教育誌【R６教職研修３月号表紙】に掲載されました。 

R5.11.12（日）「松のこも巻き」を実施しました。 

                                          

 
 

 

                           

 

 

 

 

 
************************************************************************************************** 

学校教育目標の一部改正について 
【学校教育目標】 

 ①活力ある生徒                    ①頑張る人                        

 ②よく考え、創造する生徒               ②考える人 

 ③豊かな心を持ち、思いやりのある生徒         ③思いやりのある人 

 ④たくましく未来を切り拓く生徒             ④挑戦する人 
 

現在の教育目標は「活力ある生徒 よく考え、創造する生徒 豊かな心を持ち、思いやりのある生徒」です。 

これからの新しい時代は、グローバル化の進展や絶え間ない技術革新等により社会は急速に変化し、予測困難

な時代となってきます。生徒の皆さんは、これから情報化の一層の進展などによる、急激な時代の変化に向き

合い、しっかりと生き抜いていかなくてはなりません。 

＊そのための資質・能力を身に付けることを考え、新年度より新たに「たくましく未来を切り拓く生徒」と

「挑戦する人」を加えることとしました。具体的には、次のような生徒を育成することを目指します。 
〇 様々な社会的変化を乗り越え、自らの夢の実現や社会貢献への志を持つ生徒を育成する。（夢の実現・社会貢献） 

〇 多様な人々と協働し、持続可能な社会の創り手となる自覚と責任を持った生徒を育成する。（協働・創造・持続可能な社会） 

私たちの目標 

協議会長あいさつ 

校長あいさつ 


